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Abstract

TI}o corre】alion of tephr丑S is quite uso{U】 for the erch&eo】 0自ica] studies. Aira Tn Ash

(<T ), depos]tod het、、'een 21, ooo and 22. ooo y.B.P., and Akahoya Ash( Ah ), deposited heTween

6, ooo and 6,50o y.B. P.1,}1] C}} are most extensive and representative tcl〕}]ras of Japan were

SelecTed for キhe pul'1〕ose o{ the cl}rono] oglcal frame、vork. 1n this paper, the relatlon of

tep}〕ra layers of AT and AI〕&shes to t}]e lHst01'ic relics of .Jomon age was conducted l" the

SI}imane pl'efecture, sout}いVestern Japan. The chemical C11araCキers of σlass shards exa-

m lned l〕y E P＼1A 釘'e used for The tephra correlo_tion

1、1W result in Hamad丑 C ity and Nli7.uho T O、vn is as {0】10WS ;

The oshiK&ta-type potteries, one o{ Jomon a武e、 dl'e a1Ⅶ'aYs found in the layel's of AT ash,

and tl}e sen'i-1yl〕e potteries arc ln t}1e laycr of mixtul'e of 入T and A}】 aS11es. This fact

Sug菖ests that the Akahoya ASI〕( 6,00O T0 6,50o y.B.1^.)is a rem丑rkable time-marker for the

demarcation betwecn the ages of oshigata-type pottery and of sen'i-type pottery

In Matsuo c lTy, relics of Jomon age are appeared u"del、 the layer of Ah &SI} and of

Yayoi a菖e are overlyin目 it. And in Yakumo Yil}age, tlw layer containig a stone spear is

Idenれ fied with The Ah as}〕

IT ls omp}〕as】/ed {1轍1 1}祀 C01'1'elaTI01] 0{ tep}H'as, esl)ec ia11y laye r of Ah 丑Sh is part icu larly

Valuable {or studyin武 relics o{ Jomon a菖C
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1.まえがき

アイラ火山灰(AT)が町田らおによりアイラ

カルデラを噴出源とする21,000~22,000年

以前の広城火山灰であり,アカホヤ火山灰

(Ah)が同じく町田らかにより鬼界カルデラを

噴出源とする6,000~6,500年以前の広域火

山灰であるとする研究結果はテフラ編年学上

極めて価値の高いものである.それだけにこ

れら両種広域火山灰の産状かこれと関係する

諸分野の研究にも広く利用さ北諸問題の解

決に有力な刊ま卜りを与えることも少なくない.

筆者らは島根県下のいくつかの繩文遺跡に

おける両種広域火山灰をはじめとするテフラ

の産状とこれら遺跡の関係を検討する機会を

得たのでその結果を報告したい.

なおテフラの同定にはその火山ガラスをは

じめとする造岩鉱物のエネルキー分散型X線

マイクロア十ライザーによる分析結果によっ

たことを付記する.

Ⅱ.調査遺跡とその分布

筆者らが研究対象とした遺跡は邑智郡瑞穂

町高原の横道遺跡,浜田市日脚町大久保の日

脚遺跡,松江市西川津町大内谷の西川津遺跡,

八束郡八雲村東岩坂の西谷遺跡の四力所であ

つて,これらのナ也理的位置を第1図に示す.

横道遺跡は瑞穂町にあって,江川支流出羽

川の比高30mの河岸段丘1く標高ゴ80m)に

位置し,段丘礫をお、う火山性堆枝物中から

繩文土器,石暑蒜リ片が出土する.この遺跡に

関する火山灰と遺物包含層の関係については

すでに林ら僻の研究がありその概要が報告さ

れている.第2図の柱状図1がその関係を示

したものである.

日脚遺跡は浜田市日脚にあって,標高40~

三浦清・林正久

60mの小起伏平坦面を山頂とする丘陵上に位

置し,都野津層をおおう火山性堆積物中から

押型文士器および繊維士器が出土する.第2

図の柱状図2がその関係を示している.
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第1図調査地点の位置

島根県邑智那嵩税澗高原横道遺跡(段丘上)
島根県浜田市日脚町大久保日脚遺跡(丘陵)
島根県松江市西川津町大内谷西川津遺跡
(水田面下)山ハ、,,
島根県八束郡八雲村東岩坂西谷遺跡(山地
尾根)
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第2図調査地点の柱状図

1.横道遺跡 2.日脚遺跡 3.西川津遺跡
4.西谷遺跡

遺物包含層a~h..

a :押型文,繊維土器 b :流紋岩の石核,
剥片 C:繊維土器,黒曜石,サヌカイトの
剥片 d:押型文士器 e:中世の遺構
f:弥生中期の貝堀土器木製農具

繩文E剖弌の石斧,石銑獣骨 h:安山8

岩の石鎚
M I~Y I・・ーー分析市Wの番号

A:腐植上耕土 B:ローム層凡例
C :降下軽石層 D :*占土,シルト層
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H :致"文
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島根県下にみられる二、三の繩文遺勤とテフラの産状
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西川津遺跡は松江市西川津町大

内谷入口の朔酌川河岸にあって,

朝酌川改修江江知こ伴って発見され

たものである.海成粘士質堆ネ"勿

の下位のる師樂層から繩文遺物,上_

位の方から弥生遺跡が発見されて

いる.第2図の太剃犬図3かそれら

の関係を示したものである.

西谷遺跡は八雲村東岩坂の持田

部落北方の朽町倉謁".2mの平担な

山頂にあって,中電航の釘辻莟建設

予定地から発見されたもので,山

頂部は火山件堆枝物からなってい

る。付近には黒腿石剥片が散乱し.

ている場j折もあるので今後さらに

遺鋤功汚を見される可能陛を残しぐ

いる.第2岡の柱状図4がその関

係を小したものぐある.

以_b心べた遺跡はいす九も第岡

紀火山堆枯物と驚按な関係をもっ

ぐおり,こ九らテフラの'悔密な同

定のラえに迄った火U_山11子の硫立

は・・・方においぐ七占学との関係に

おいて電要む資料・を・り・えるもの七

七える.

以、ドに各遺跡ごとにこれを検討

し,今後ざらに発見されるであろ

う{雌文遺跡のテフむ鯆仟t村杓手法

による調査,研究の方法を模索し

たい
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第3a図織道遺跡MI0ーム層の火山ガ
ラスの成分変化図(N御0, K四
Feo, C.0, N珸0, Tio.)

AT火山灰に関する記号
照小メし: N山0,白小メL: K円,内小三角: F心
!熱小四角: cao,"!熱小三角: Mgo,内小1川角
Ti02

Ah火山媛に関する記号
3.L1くメL: NO。0、白大メL: K円,白大三角: FO0
黒大四角: C.0,1.U大二角: Mgo,白火四角
Ti02
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第3b図横道遺跡MI0ーム屡
の火山ガラスの成分変
化図(A1円., H心)

白小三角: ATのH四,白ナく二角: Ah
のH四,黒小四角: ATのAI.0.,忠
大四角: AhのA1円.
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Ⅲ.各遺跡におけ

るテフラの層

序と遺物包含

層の関係

第2図に示す各遺跡

の村ヲ伏図に従っぐこの

闇題を検討する.

].枯お首遺助;の場合

1◆伏図 1に示すよう

にM 3, M 5, M 7 の

三枚の降下幌石層と見

掛上M I, M 2, M 4,

M6の四枚の口ーム層

に力けられる.

考li学的調査が瑞穂

町'によって実施され

幸辻告されているがそれ

によると遺物包含層は

1お伏図におけるM 2と

M4かそれに朴浩する.

ロ、ームM 1ヰπこはか

なりの火山ガラスか含

まれ,その分析値は第

3 a, b 図によって示

される.また口ームM

2は遺物発掘時上下三

屡に区分され下部の榿

褐色士層から押梨文士

器が上部の具井畠色士屡

から繊維士器がそれぞ

れ発見されている.し

かしなから筆者らの調

査時においてはすでに

その1写野{はなく,ホ吉果

的にはや、乱れたその
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村拓直遺跡M20ーム層の火山ガラスの成分変化図
(N..0, K.0, Feo, C.0, Mgo, Tio.)

記号は第3a図と同し.

AT-Feo

r訂

▲
'

0 口

▲

6

AT-Mgo
AT-・Ti02

山陰地域研究(自然環境)第2号

5
△

△

△

員

4

A1203

12 (vvt %)
3

▲

.

冒

口

2

75

71

第4b図

"

邑

72 73 74
Si02(vvt %)

横道遺跡M20ーム層の火山ガラスの成分変化図
(A1円., H円)

記号は第3b図と同ヒ.
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棚当層七しぐの解準から分lj元式料・を打3夜せさ

るを得心'かった.これかここに尓すM2の資

料,で,その小には火山ガラスか多く含イ1さ九,

その分析1直を第4a, U刈に水す. M3は咽

らかに際下報石屡でその中には杭址の火H_1力

ラスが介まれ,その分村N競才第5., U到に

ポされる.第50, b圃で示さ九る分析仙は

三浦'ジによるアイラ火山灰(AT)の火山力

第ラスの化学的1、桝牛ど彪全に・一玖し,また,

3 a l)図ならしじに第4 a、、図でj心す仍'イ斤、

結果は同ヒくアカホヤ火山灰(Ah)およひ

アイラ火山灰(AT)の火U_1ガラスが溌力1し

くr いることをど1・、;、'.1リ、_上の糸古斗y山らす、る上判]

JW文十常1;と繊繊1!二器の1心行が共にアカホヤ火

山灰(A扮の降下後のものぐあると舌う印

染をり・えるが,前述のように遺勃必ξ掘当時に

おいぐはM2層に兒掛、E村噂さ九る屡浄,が二

層に区分されたこ上をどえると予1芸Υ,の分析

試刈,としたM21再はその分析結巣か',する七

恐',く三層仁分けi,九た上の方の屑゛のもの

上.ぢ'えた力、がよさそうで才)る.1雄っぐ七、[1i芋t

的屡沖.上しぐの獣知,士器包含嫡かΥi老らのM

2であって,ここでは抑や文上器包含層杣当

層を欠いでいると見た方がよい.つまり,欠

けぐいるアイラ火IW天(AT)の二次的冉J能

秘"川Uこ押刑文十刷}が介まれ,その畔H弌は少

くともアカホヤ火山灰(Ah)の噴出年代な

6,000~ 6,500午以前よりもさ以こ、,1iく,繊

鯏.士器はこ、で示すアイラ火山灰(AT)上

アカホヤ火山灰(A励の溌合層,つまり,ア

カホヤ火山灰(Ah)の少なくとも噴出年代

6,000~6.500年以前ぐらいのものと解釈さ

れる.このことは林ら部の示した火山ガラス

の知見をもとにした断面図からも推定される.

M5は明らかに降下帷石層であるかりく山か

ラスの分解が著しいのでその中の斜長石と磁

島櫻県、トにみ'。九る二.、三の繩文遺跡とテフラの1於1大

鉄鉱を分析しぐ三削、Uく[ル延源の各噴出物のそ

れとを比岐した、その結果は第6,71刈に永

杉じ井ら"の池細降下幌石屑と一政J よう 1こ 写
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かくてM40ームに含まれる石核,紳」片遺

物の年代はアイラ火山灰(AT)よりも古く ,

池田降下軽石層の噴出年代よりも新しいと言

うことになる.残念なか、この池田降下幌石

層の噴出年代を決定する手捌、りとなるもの

が今日まで得られていないか,林らπよ他地

域におけるテフラ等の層序関係からそれを

30,000~40,000年以前と推定している. も

し,それが正しいものとすれぱM40ーム層

に含まれる石核,剥片遺物の年代をおよそ

20,000~如,000年以前の幅の中に入れるこ

とか出来よう

-i南
」1三

イロ 林正久

75
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第7図横道遺跡M5降下幌石層中の斜
長石の組成(池田降下軽石層と
のj帥幻.

白メL: M 5の中の余版石,1'嚇L:大田市二瓶村
田」屑竃の池則降下雑石屑中の峰石中の側長石
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第6図横道遺跡M5降下軽石
層の磁鉄鉱の分析値
(池田降下軽石層との
↓畔如.

成分は図中に示すとおりであるが同
し記号の白印かM5に関するものて
黒印がこれと比較した大田市三瓶町
村田坂屋の池田降下幌石屡中の帷石
巾の磁鉄鉱に関するものである.
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Ti02)
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島根県下にみられるし、三の繩文遺跡とテフラの産状
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M7で示される降下軽石層の火

山ガラスは全アルカリ成分に富み,

かつ一般にはカリウムに特に富ん

でいる.その分析結果は第8図に

示すようなもので,山陰地方のテ

フラの中の火山ガラスとして特別

な特徴をもっている.この軽石層

については別報で筆者らNこよっ

て論ヒられるが,ここでは一応,

三瓶雲南降下軽1イ層とだけ記して

おきたい.たゞ現在のところ, M

6およびM7とかか力る遺物は報

告されていない.

2.日脚遺跡の場合

第2図の柱状図2に示されるよ

うに,下部には都甥倦妬少礫層があ

つてそれを一枚の降下韓石層H5

がおおっている.その上部はH4

およひ'H 3の口ームに移化する.

H3は押型文士器を含んでいる.

H 2は小礫(や、角礫質)を含む

明らかにーつの屡準辻して識別さ

れるもので,繊雜とに器をはヒめ,

黒昭孑iやサヌカイトの剥片をも包

含する.その上部は再ひ'ローム層

となるが表層およそ70~80omは

盛士を含む陳井士となっている.

H2の基質は火山ガラスに富み,

その化学分析値を第9., b図に

示す. H 2層凖をお、う口ーム層

にも火山ガラスが含ま北その化

学巧)、1凧直は全くこのH 2層準の火

山ガラスと同様な結果が得られて

いる.この第9a, b図に示す結

果は前述のようにアイラ火山灰

(AT)とアカホヤ火山灰(Ah)

△

打

、
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日脚遺跡H2層基質に含まれる火山ガラス
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の混りあったものでこの層

準に含まれる繊維士器は明

らかにアカホヤ火山灰(Ah)

の噴出直後,つまり6,000~

6,500年以前ヒ頁のものと老

えられる.

H3層準はH2層準の直

下で押型文士器の包含層て

あり,また火山ガラスに禽

/しでいる.第10a, b図は

その化学分析値を示したも

のである.これは明らかに

アイラ火山灰(AT)の火

山ガラスでアカホヤ火山灰

(Ah)を含まない.これか

アイラ火山灰(AT)のー

次的堆稙物でないことから,

これに含まれる押型文土器

の年代はアイラ火山灰(AT)とア

カホヤ火山灰(A扮の両噴出年代

の範囲に入ることになる.しかし,

その産状からみて,むしろアカホ

ヤ火山灰(Ah)の噴出年代に近い

であろう.

H 4 はH 2下約60cmの位置の

ロームであってそれにも火山ガラ

スが多く含まれる.その火山ガラ

スの分析値も全く第10a, b図と

同ヒ性質をもち,アカホヤ火山灰

(Ah)を含まない.
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分析値は第Ⅱ0, b図に示すとお

1)である.この図はアイラ火山灰(AT)その

ものであることを示しているのでH5の降下

軽石層は明らかにアイラ火山灰(AT)に相当
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するものである.
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両名か含まオL 絵鏑靴土器包含層以上にはアカ

ホヤ火山灰(Ah)がアイラ火山灰(AT)に

泥入し,押型文土器包含層以下にはアイラ火

山灰(AT)の'みが含まれてアカホヤ火山灰

(Ah)は全く含まれないと言う極めて重要な

注目すべき結果が得られた.この1璞はテフ

ラ編年学のぢ古学研究への応用と言う立場か

らも火切な■"例のーつと考えられよう

3.西川津遺跡の場合

第2図の柱耿図3に示すように繩文遺物を

お、う海成*占士質堆枯物中に見掛上三枚の火

山舛J隹{峅勿の薄IWNI,× 2が見f。力る.これ

',の小には後述するように多くのアイラ火1_U灰

(AT)の火山ガラスとアカホヤ火1_則火(A扮

の火山ガラスカホ亦寺に含まれるので,少なく

とも降下軽イi屡としぐのー,次1牛堆オ財勿とは七

えら九ない.佶]辺陸城に堆村ルていた価j極火

山灰か薪ι出し,再堆利tしたものと七えら九る

か,写真1から見ても火山ガラスの}珍伏に殆

んど変化はなく,殆んどもとの形を残してい

ることから,これらはごく周辺の陸城から流

出したものと判断される.たゞ流出した時期

の1翻越が残るが企休としく見てアカホヤ火山

灰噴出南後ぐらいのところでおきた現象とみ

てあまり大差はないであろう

第120, b1刈はN 1側当1"の火山ガラスに関

する分析仙であって三譜リゞ'が示したアイラ

火山灰(AT)の火山ガラスの化学的1子陛を

ポすものとアカホヤ火山yぐf<扮の火山ガラ

スの化学的特性を示すものか見事に況在しぐ

いるこ上カゼ)かる. N2嫡においても全く同一

で堆秘過程で見掛」二この場所では三枚に力か

れたものとみられる.

以上において述べた如く,この繩文遺物の,

年代は少なくともアカホヤ火山灰(Ah)の噴

出年代6,000~6,500年以前よりも古い.

島根県下にみられるに,三の繩文遺跡とテフラの産壮
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ATはアイラ火山灰, Ahはアカホヤ火山灰に関するもので,両神火山灰の行
成分は点線で囲ってある.

0 0
.0

0

ローム層から繩文遺物

としての石鎚力洲_1士上

た.現在本格的な遺跡

調査は行われておらず,

いずれ硬に資料か糖秘

される可能性を残して

いる.芽打3a, b 図は

Y20ーム層に含まれ

る火山ガラスの化学分

析値を永したものであ

り,それがアイラ火山

灰(AT)とアカホヤ火

山灰(Ah)の混合した

ものであることを尓し

ている.これに対'して

Y 30ーム層も多くの

火山ガラスを含むが第

NO, b 図に示す如く,

その小にはアイラ火H_1

1火くAT)のみでアカホ

ヤ火111}火(Ah)を含ま

ない.従っぐここで鵬

三にしたイ珍超よアカホヤ

火山灰(Ah)の噴出

両後,つまり6,000~

6,500・午以前噸のもの

とみ'。れる. Y 30-

ご、の、ド位にはY4 であ

',力される一枚の1郡下

幌イi川がある.

0

C.
0

8

H20

(wt%)

7

0

6

5
ム

ム

4

ム

(wt %)
13 A 1203

'

3

ム

▲

'

2

▲

△

'▲

A

12

▲

△
4、

▲

冨

0

担

冨

▲

'

村

里

ι

ム

^

▲

ム
ム△

^

冨

亘

▲

72

'

▲
▲

口
口宕

0

室

73

口

口

冨

'

口

軍

'

74

ロロ

四

0

△

乃 SIOKvvt %)76 白三角: AhのH円

第12b図西川津遺跡N I
層中の火山ガラ
スの成分変化図
(A1四., H円)

白四角: ATのAI.0.,黒四角:
AhのA1203,黒三角:ATのH20,

10 山陰地域研究(自然環境)第2号

、、、、、ー、子

^

^^

^^

ーーニ

「
.

一
.

一
一
0

a

-
0

、
、

τ

一
音
一
一
一

ノ
'

0
.
 
0

φ

2
 
、
、

a
 
、
、

①
凪

ノ
゛

、、、

ノ
.

■
一

一
■
一 血

一

7

'

一
.
 
0

0
、
、

TA

ψ'
8

①
,
＼

.
.
U

一
、
哩
」
、
一
一

一
冒
一二

0

紡
0K

一
.
.
'

一
厶
●

、
屑

"

%W

一
'

ロ
ロ
0

一
き
;
一
一

むF
d

=
0

■
■
.

一
皇
重

▲

0
0

0

φ

下
Q

2

一
.

一
'

①
、
、
、

X
-

W

邑

引

0
-

一
'

一
■

.
一
占
 
6

』
,
ぽ

'

.
一QaΩ

一
凸
●
、
、

一
、
一

g
、
、
、
 
M

'

一
一
0

0

訂

゛
,
▲
 
h
 
9

A

'
冨

、
'

゛
襲

-
0

0
、

.
゛
,

匿

Ξ
゛

6

一
、
0
 
曳

'

'

ロ
ロ

一
盟
一
、

0
 
0
-

0
 
.
1
 
一
'
ー
ロ

一
一
 
0

よ

一
'
'
如

一
'
'
 
0

'
●
冨
画

一
、
゛
.
一

、
駐

一
"
゛
一

▲

ム
凸

よ

0
-

'
.

6



(wt %)

4

島"W'トにみら九る一三の繩文遺跡とテフラの産耿
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島根県下にみられる丁_三の繩文遺跡とテフラの産壮

2

2

・ H I

ノノ

3

3

C

@・

H2

・ H 3

, M I

a
、

ノ

J

V

ノ

リリ

・ M 2

. M 3

⑬

第16図テフラの屡準と遺物包含Nの関係
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a ~ 1],・・・・・i貫才勿包含屡

a :判"W文,繊稲.上器 b :流紋岩のイi枝,紳,ヤ C ;繊絲ゴ、器.,、りWイi,サヌカイトの
剥j〒 d:御烈丈士器 0:小世の遺拙 f:弥生小朔の!リ武士器,木製農呉 g:繩
文時代の石斧,孑f鍛,獣骨 h:安山岩のイ轟追<""<

M I~Y I-ーー分析'式料の番号
凡例 A:腐柚上耕士 B :ローム厩 C :降下軽石屡 D :粘_上,シルト層 E :砂屑

角礫婿 H :工矯文F :砂礫層 G :
アカホヤ火山灰屡 AT・・・・・・姶良T"火山リa" SIP・・・ー・三瓶池醐降下軽¥鰯Ah・・,、・・

SU"・・・・・・三瓶ゞt南11条下督イi屡

この中にも火山ガラスか含まれ,その化学分

析値を第15a, b図に示す.この化芋袖り特性

は前述Lた三瓶讐η菊降下瞥石嫡に柘当するも

のであることを水す.たゞ',現状ではY 3 お,

よびY 4屑準でi堂井勿は未発見である.

Ⅳ.テフラと遺物の関係
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ラの厳密な同定をもとにその層準と遺物包含

屡上の劇係について迹べて来た.その糸占牙ιを

まとめぐ圃化すると第16図のようになる.こ

の中で特に日脚遺跡で明らかとなったアカホ

ヤ火山灰の出現と繊維寸二器の出土の関係や押

型文1+1長のアカホヤ火山灰とアイラ火山灰に

ヌ,、する層準的位羅関係など重要なす渓の発見

は評価さ九てよいし,今後の遺跡調査への火

山噴出物を研究材料、としての参加にーつの方
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法を見出したとも言える.さらに,横道遺跡

におけるアイラ火山噴出以前の遺物の層準関

係についてもあらためてこれを明確にするこ

とが出来た.また,西川津遺跡は海成粘土層

下に発見された遺跡であるが,これとアイラ,

アカホヤ火山灰との関係,特にアカホヤ火山

灰に刈する層序的位置関係を明らかにしたこ

とは,今後のこの種の遺跡に対するテフラ編

年学的調谷に対して重要な資料を提供したこ

とになる.

三浦
ニ,ミ

イ門 林正久

V.あとがき

X線マイクロア十ライザーによるテフラの

厳密、な研究をもとに,火山層序と主として繩

文遺跡の関係を検討した.その結果は三、 三

の重要な事実を見出すことが出来,あらため

て遺跡調査への・ーつの方法を確立することが

出来たと言えよう
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島根県下にみられる二三の繩文遺跡とテフラの産状
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